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【
研
究
動
向
】

ユ
ー
リ
ー
・
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
世
界
神
話
研
究

直 

野 

洋 

子　

一　

数
万
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
神
話
の
歴
史

　

近
年
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
な
ど
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
全
現
世
人
類
の
起
源
が

二
十
万
年
以
上
前
の
ア
フ
リ
カ
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
の
は
周
知
の
事
実
だ
が
、
そ
れ
に
応
じ
て
神
話
研
究
も
数
万
年
の
ス

パ
ン
で
考
え
ら
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
考
古
学
、
放
射
性
炭
素
な
ど

に
よ
る
年
代
測
定
法
、
集
団
遺
伝
学
な
ど
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
世
界
規
模

で
の
神
話
の
比
較
研
究
を
め
ざ
す
「
世
界
神
話
学W

orld M
ythology

」

の
代
表
的
な
学
者
の
一
人
が
、
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
人

類
学
・
民
族
学
博
物
館
（
ク
ン
ス
ト
カ
メ
ラ
）
ア
メ
リ
カ
部
門
主
任
、
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
民
族
学
部
教
授
の
ユ
ー
リ
ー
・

ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
（
ベ
レ
ツ
ィ
ン
）
（
１
）

で
あ
る
。

　

そ
の
研
究
の
概
要
は
、
す
で
に
松
村
一
男
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
お

り
（
松
村　

二
〇
〇
九
、二
〇
一
〇
）、
去
年
五
月
國
學
院
大
学
で
開
催
さ

れ
た
第
三
回
国
際
比
較
神
話
学
会
議
で
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
自
身
が
講
演
を

行
っ
て
い
る
（
ベ
レ
ツ
ィ
ン　

二
〇
〇
九
）。
こ
こ
で
は
、
ロ
シ
ア
で
昨

年
出
版
さ
れ
た
彼
の
新
著
『
旧
世
界
か
ら
新
世
界
へ
：
世
界
諸
民
族
の
神

話
』（Березкин 2009

）
の
内
容
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

　

本
書
は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
で
は
こ
れ
ま
で
の
神
話
研
究
史
が
批
判

的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
四
分
の
三
以
上
を
占
め
る
第
二
部
で
は
、

具
体
的
な
神
話
の
話
例
、
モ
チ
ー
フ
が
紹
介
さ
れ
、
人
類
が
ア
フ
リ
カ
か

ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
全
域
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
新
大
陸
へ
と

移
住
し
て
い
っ
た
足
跡
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
神
話
モ
チ
ー
フ
の
起

源
と
広
が
り
を
推
論
し
て
い
る
。

　

序
文
で
彼
は
自
ら
の
研
究
の
立
脚
点
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
括

弧
内
は
筆
者
の
補
足
。
以
下
同
様
）。

「
本
書
の
主
た
る
課
題
は
（
珍
し
い
神
話
の
紹
介
と
は
）
別
に
あ
り
、

そ
も
そ
も
神
話
学
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
。
著
者
の
関
心
は

歴
史
、
よ
り
正
確
に
は
先
史
時
代
の
領
域
に
あ
り
、
つ
ま
り
歴
史
的
過

程
の
中
の
文
献
に
は
表
れ
な
い
部
分
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
部
分
と

い
う
の
は
、
書
か
れ
た
歴
史
に
対
し
て
、
氷
山
の
水
上
部
分
に
対
す
る

水
面
下
の
部
分
の
よ
う
な
も
の
だ
。
一
九
九
〇
年
代
に
私
は
徐
々
に
次

の
よ
う
な
確
信
に
近
づ
い
た
。
す
な
わ
ち
、
地
球
上
の
様
々
な
地
域
に

お
け
る
神
話
の
分
布
は
、
何
千
年
で
は
な
く
何
万
年
も
の
昔
に
起
こ
っ

た
人
々
の
移
住
や
文
化
間
の
つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
こ
と
に
役
立
つ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
五
、六
頁
）。

「
法
則
を
知
ら
ず
し
て
、歴
史
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

伝
統
、
つ
ま
り
単
純
な
複
製
行
為
を
無
視
し
た
場
合
に
も
、
や
は
り
歴
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史
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
移
住

や
文
化
間
の
接
触
は
、
立
派
な
専
門
家
が
研
究
す
る
に
は
あ
た
か
も
ふ

さ
わ
し
く
な
い
よ
う
な
（
中
略
）
二
次
的
、
非
本
質
的
な
現
象
な
ど
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
斉
の
、
あ
る
い
は
散
発
的
な
移
住
、

あ
る
文
化
か
ら
他
の
文
化
へ
の
影
響
と
い
う
も
の
は
、
歴
史
の
全
体
で

は
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
大
変
枢
要
な
部
分
な
の
で
あ
る
」（
七
頁
）。

　

つ
ま
り
、
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
手
法
は
、
神
話
の
類
似
性
を
、
ま
ず
移

住
や
伝
播
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
、
そ
の
際
必
ず
、
集
団
遺
伝
学
や

考
古
学
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
人
類
史
を
参
照
す
る
も
の
で
あ

り
、
き
わ
め
て
実
証
的
・
学
際
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
神
話
の
類
似
・
変

化
に
よ
っ
て
、
逆
に
世
界
中
に
散
ら
ば
っ
た
人
類
グ
ル
ー
プ
の
間
の
関
係

が
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
人
類
学
・
歴
史
学
に
対
す
る
貢

献
も
期
待
さ
れ
る
。

二　

神
話
研
究
史
を
ふ
り
返
っ
て

　

第
一
部
で
は
、
フ
レ
ー
ザ
ー
流
の
進
化
主
義
、
太
陽
神
話
学
派
、
フ
ロ

イ
ト
主
義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
構
造
主
義
ま
で

を
ま
と
め
て
、
演
繹
と
一
元
論
に
基
づ
い
た
前
世
紀
的
な
思
考
様
式
で
あ

る
と
切
り
捨
て
て
い
る
。

　

ソ
連
、ロ
シ
ア
の
研
究
史
に
関
す
る
指
摘
も
興
味
深
い
が
、中
で
も
、Ｖ
・

Ｎ
・
ト
ポ
ロ
フ
の
「
宇
宙
樹
」
理
論
に
対
す
る
批
判
は
痛
烈
で
あ
る
。
主

に
次
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）　

一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
（
社
会
主
義
時
代
に
読
め
な
か
っ
た
）
ユ

ン
グ
の
著
作
が
翻
訳
紹
介
さ
れ
、
ユ
ン
グ
の
理
論
が
大
衆
化
す
る
に
つ
れ

数
多
く
の
「
原
型
」
が
生
み
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
「
宇
宙
樹
」
は

特
別
の
地
位
を
占
め
る
。
ロ
シ
ア
の
人
文
科
学
者
の
中
に
は
、
い
ま
だ
に

そ
れ
を
信
じ
て
い
る
者
が
少
な
く
な
い
。

（
二
）　
「
宇
宙
樹
」
の
概
念
は
直
接
ユ
ン
グ
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
、

ロ
シ
ア
で
は
一
九
七
〇
年
代
に
確
立
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
原
型
の
理
論

と
心
理
主
義
が
結
び
つ
い
た
の
は
理
屈
に
合
う
が
、
ロ
シ
ア
で
は
矛
盾
し

た
こ
と
に
、
そ
れ
が
進
化
主
義
と
混
ざ
り
合
っ
た
。

（
三
）　

宇
宙
樹
の
形
象
が
「
具
体
的
な
神
話
体
系
に
対
し
て
そ
れ
を
組
織

化
す
る
特
別
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
内
的
構
造
や
基
本
的
な
変
数
全
て

を
規
定
す
る
」、
つ
ま
り
文
化
的
帰
属
の
如
何
に
よ
ら
ず
無
意
識
に
埋
め

込
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
近
東
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
青
銅
器

時
代
以
降
し
か
こ
の
形
象
が
「
再
建
」
さ
れ
ず
、
一
方
で
そ
れ
と
全
く
異

な
る
文
化
を
持
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
見
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

（
四
）　

宇
宙
樹
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
、
は
し
ご
、
鎖
、
人
間
ま
で
含
む
の
は
、

広
げ
す
ぎ
で
は
な
い
か
。
ソ
連
時
代
に
「
階
級
闘
争
」
や
「
母
権
制
」
を

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
見
い
だ
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
「
宇
宙
樹
」
が
あ
る
こ
と

を
前
提
に
、
そ
れ
を
具
体
的
な
神
話
テ
キ
ス
ト
の
中
に
見
つ
け
出
そ
う
と

し
て
い
る
。

（
五
）　

宇
宙
樹
を
も
っ
と
狭
く
「
宇
宙
の
複
数
の
階
層
を
つ
な
ぐ
、
硬
い

垂
直
軸
」
と
定
義
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
主
と
し
て
北
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
ア
メ
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リ
カ
各
地
に
の
み
見
ら
れ
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
一
九
世
紀
的
進
化
主
義
と
対
立
し
た
、
ボ
ア
ス
率
い
る
ア
メ

リ
カ
歴
史
人
類
学
の
実
証
的
研
究
姿
勢
と
資
料
収
集
の
成
果
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。

「（
多
地
域
独
立
発
生
説
を
唱
え
る
ド
イ
ツ
の
民
族
学
者
ア
ド
ル
フ
・
バ

ス
テ
ィ
ア
ン
と
論
争
す
る
中
で
）
ボ
ア
ス
は
同
様
な
文
化
特
徴
の
出
現

を
、
極
力
、
移
住
に
伴
っ
て
運
ば
れ
た
も
の
と
は
説
明
し
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
彼
は
、
複
雑
す
ぎ
て
同
時
代
の
科
学
で
は
解
明

で
き
な
い
よ
う
な
問
題
の
解
決
を
急
が
な
か
っ
た
。
要
は
、
科
学
は
現

実
的
な
課
題
を
設
定
し
、
将
来
の
研
究
の
た
め
に
資
料
を
収
集
す
る
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」（
五
二
頁
）。

　

そ
れ
に
対
し
、
類
話
の
め
ん
密
な
比
較
研
究
を
通
し
て
、
そ
の
プ
ロ
ッ

ト
の
起
源
や
伝
播
の
経
路
を
探
ろ
う
と
す
る
歴
史
地
理
的
方
法
（
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
学
派
）
は
、
労
多
く
し
て
成
果
は
少
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

『
話
型
索
引
』
や
『
モ
チ
ー
フ
索
引
』
を
作
っ
た
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ム
ソ
ン

に
よ
る
、
北
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
「
星
婿
の
神
話
」
の
研
究
を
取
り
上
げ
、

「
最
初
の
プ
ロ
ッ
ト
が
形
成
さ
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
グ
レ
ー
ト
プ
レ
ー
ン

ズ
で
、
一
三
世
紀
以
前
だ
っ
た
」
と
い
う
そ
の
結
論
は
、
神
話
を
知
っ
て

い
る
者
に
と
っ
て
は
馬
鹿
げ
た
も
の
だ
と
一
蹴
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

ト
ム
ソ
ン
が
分
析
し
た
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
何
百
も
の
他
の
北
米
神

話
に
も
あ
る
の
に
、
研
究
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
様
々
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
借
用
さ
れ
、
最
初
に
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ

さ
れ
た
か
特
定
す
る
こ
と
は
、
混
ぜ
合
わ
さ
れ
た
何
十
も
の
絵
の
具
の
元

の
色
を
区
別
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
個
々
の
神
話
プ
ロ
ッ

ト
の
た
ど
っ
た
遠
い
過
去
の
具
体
的
な
運
命
を
再
建
す
る
こ
と
な
ど
不
可

能
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、さ
ら
に
重
要
な
の
は
、「
星
婿
の
神
話
」

が
南
米
に
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
あ
り
、
そ
の
年
代
が

何
千
年
、
何
万
年
も
前
に
さ
か
の
ぼ
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

同
じ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
で
も
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
「
鶴
と
ピ
ュ
グ
マ
イ

オ
イ
の
戦
い
」
の
類
話
を
世
界
中
か
ら
集
め
た
Ｙ
・
ト
イ
ヴ
ォ
ネ
ン
の

一
九
三
七
年
の
研
究
を
、
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。「
地

球
の
ゆ
う
に
半
分
で
（
各
話
例
の
）
関
連
性
が
跡
づ
け
ら
れ
る
一
方
、
物

語
の
特
殊
性
と
複
雑
さ
か
ら
、
そ
れ
ら
が
独
立
に
何
度
も
発
生
し
た
可

能
性
は
疑
わ
し
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
イ
ヴ
ォ
ネ
ン
自
身
も
彼
の
仲

間
も
、
得
ら
れ
た
分
布
図
に
基
づ
く
明
確
な
歴
史
的
結
論
を
何
も
下
さ
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
を
賞
賛
す
る
他
な
い
」
と
述
べ
、
次

の
よ
う
に
宣
言
す
る
。

「
神
話
研
究
は
過
去
の
姿
に
命
を
吹
き
込
み
、
豊
か
に
す
る
が
、
そ
の

姿
自
体
を
描
き
出
す
の
は
他
の
学
問
分
野
の
専
門
家
た
ち
、
考
古
学
者
、

自
然
人
類
学
者
、
言
語
学
者
、
遺
伝
学
者
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
の
前

半
、（
分
子
）
遺
伝
学
は
い
ま
だ
誕
生
せ
ず
、他
の
学
問
分
野
の
資
料
は
、

文
化
発
展
の
十
分
詳
細
な
見
取
り
図
を
作
る
に
は
あ
ま
り
に
断
片
的
で

あ
っ
た
。
二
一
世
紀
初
頭
の
現
在
、
状
況
は
根
底
か
ら
変
わ
り
、
人
類

の
過
去
が
そ
の
大
筋
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
断
言
で
き
る
。
そ
れ
だ
か

ら
こ
そ
、
歴
史
の
原
典
と
し
て
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
や
神
話
に
再
び
向
き
合

う
時
が
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
」（
七
九
頁
）。
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第
一
部
の
最
後
に
、
明
ら
か
に
な
っ
た
そ
の
人
類
の
足
跡
が
た
ど
ら
れ

る
。

〈
出
ア
フ
リ
カ
〉

二
十
～
十
万
年
前　

ア
フ
リ
カ
で
現
世
人
類
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
る
。

六
万
年
前　

バ
ベ
ル
マ
ン
デ
ブ
海
峡
（
紅
海
の
南
端
）
を
通
っ
て
、
ア
ラ

ビ
ア
へ
渡
り
、
海
沿
い
に
ペ
ル
シ
ャ
湾
、
イ
ラ
ン
に
到
達
し
て
分
岐
。
一

部
は
北
上
し
て
、
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
向
か
い
、
他
は
海
沿
い
に
東
に
向
か

い
、
そ
の
後
、
東
南
ア
ジ
ア
の
内
陸
部
に
入
る
。

〈
東
南
・
東
ア
ジ
ア
〉

三
万
年
前　

中
国
、
日
本
に
存
在
の
証
拠
。

二
万
年
前　

一
部
は
東
ア
ジ
ア
か
ら
西
へ
向
か
い
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ

ル
ト
海
に
到
達
し
た
可
能
性
。

一
万
年
前　

中
国
で
農
耕
が
起
こ
り
、
人
口
が
増
加
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ア
ジ

ア
語
（
２
）、

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
（
３
）な

ど
を
話
す
グ
ル
ー
プ
が
、
東
南
ア
ジ
ア

と
オ
セ
ア
ニ
ア
へ
広
が
る
。

〈
ア
メ
リ
カ
〉

一
万
二
～
四
千
年
前
、
ま
た
は
１
万
五
～
六
千
年
前　

様
々
な
グ
ル
ー
プ

の
人
類
が
陸
続
き
だ
っ
た
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
渡
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
移

住
。

五
千
年
前　

エ
ス
キ
モ
ー
の
祖
先
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
北
極
地
域

に
移
住
。

〈
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〉

四
万
～
四
万
五
千
年
前　

陸
続
き
だ
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
等
に
到
達
。

一
万
～
一
万
二
千
年
前　

新
た
な
移
住
。

三　

二
つ
の
異
質
の
神
話
系
統

　

第
二
部
で
は
神
話
モ
チ
ー
フ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、
そ
の
分
布
と
内
容
の

異
同
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
人
類
の
移
動
経
路
に
よ
っ

て
、
イ
ン
ド
・
太
平
洋
系
と
北
ユ
ー
ラ
シ
ア
系
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大

き
く
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
次
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
・
プ
ロ
ッ
ト
が
特
徴

的
な
も
の
で
あ
る
。

〈
イ
ン
ド
・
太
平
洋
系
―
ア
ジ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
南
米
〉

・
性
的
接
触
に
よ
っ
て
様
々
な
存
在
・
物
体
が
誕
生
す
る

・
解
剖
学
・
生
理
学
的
な
病
態
、
変
異

・
異
常
、
危
険
な
婚
姻
関
係

・
男
女
間
の
敵
対

・
花
婿
を
捜
し
て
旅
す
る
娘
（
姉
妹
）

・
月
に
木
や
灌
木
が
あ
る

・
動
物
や
鳥
た
ち
が
互
い
に
色
を
塗
り
、
一
方
（
一
匹
）
が
失
敗
す
る

〈
北
ユ
ー
ラ
シ
ア
系
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
カ
フ
カ
ス
、
南
シ
ベ
リ
ア
、（
北
東

ア
ジ
ア
、
北
米
の
北
西
部
を
飛
ば
し
て
）
北
米
の
主
に
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
東

側
〉

　

若
い
男
性
を
主
人
公
と
す
る
英
雄
的
な
プ
ロ
ッ
ト
―
「
巨
鳥
の
ひ
な
鳥

の
命
を
救
う
」、「
家
畜
の
主
の
洞
穴
か
ら
の
逃
走
」、「
似
た
者
た
ち
の
中
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か
ら
妻
（
夫
、
息
子
他
）
を
見
分
け
る
難
題
」、「
醜
い
（
動
物
の
）
夫
を

受
け
入
れ
、夫
が
後
に
変
身
す
る
」、「
様
々
な
能
力
を
持
つ
仲
間
（
兄
弟
）」

等
の
モ
チ
ー
フ
が
使
わ
れ
て
い
る

・
大
地
を
作
る
た
め
に
潜
水
し
て
土
を
持
っ
て
来
る

・
天
空
の
狩
り
（
星
座
神
話
）

・
大
熊
座
の
七
星
を
そ
れ
ぞ
れ
人
物
に
見
立
て
る
（
星
座
神
話
）

・
月
に
水
桶
を
持
っ
た
娘
が
い
る

　

全
て
の
話
が
こ
の
よ
う
に
き
れ
い
に
二
分
割
で
き
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
約
三
万
五
千
の
テ
キ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
約
一
五
〇
〇
モ
チ
ー
フ
を
統

計
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
広
汎
な
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
神

話
区
域
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
４
）。

北
米
、
ポ
リ

ネ
シ
ア
、
西
シ
ベ
リ
ア
、
極
東
で
は
、
こ
の
二
系
統
の
話
・
モ
チ
ー
フ
が

混
在
し
て
お
り
、「
こ
の
地
域
の
現
在
の
居
住
者
の
複
雑
な
来
歴
を
反
映

し
て
い
る
」（
一
八
一
頁
）。

　

そ
れ
で
は
人
類
の
故
郷
、
ア
フ
リ
カ
の
神
話
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た

の
か
。
本
書
と
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
論
文「
ア
フ
リ
カ
の
神
話
―
モ
チ
ー

フ
の
地
域
分
布
」（Березкин 2009

）
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
そ
ち
ら
か
ら
引
用
し
た
い
。

　
「
お
そ
ら
く
、
我
々
の
祖
先
が
６
万
年
前
ア
フ
リ
カ
を
出
る
頃
ま
で
に

は
、
神
話
を
語
れ
る
ぐ
ら
い
十
分
に
言
語
が
発
達
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
多
く
の
物
語
が
死
の
起
源
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
驚
く
に
あ
た
ら

な
い
」
と
し
て
、
死
の
起
源
に
関
す
る
モ
チ
ー
フ
の
全
種
類
が
ア
フ
リ
カ

で
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
他
に
天
体
（
主
に
太
陽
・
月
・
ス

バ
ル
）、
天
地
の
分
離
、
地
下
界
か
ら
の
人
類
出
現
、
社
会
組
織
の
発
生

（
文
化
面
で
の
男
性
支
配
）
を
、
人
類
最
初
期
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
挙
げ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
の
セ
ッ
ト
は
、
イ
ン
ド
・
太
平
洋
地
域

に
最
も
よ
く
残
っ
て
い
る
が
、「
こ
れ
は
ま
さ
に
、
ア
フ
リ
カ
の
移
住
者

た
ち
の
奔
流
が
最
初
に
向
か
い
、
そ
の
子
孫
が
比
較
的
無
事
に
最
後
の
氷

河
期
の
ピ
ー
ク
を
生
き
延
び
た
地
域
で
あ
る
。
別
の
移
住
者
た
ち
は
、
ペ

ル
シ
ャ
湾
地
方
か
ら
北
方
の
氷
河
期
前
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
に
広
が
っ
て

い
っ
た
。
こ
こ
で
氷
河
期
の
ピ
ー
ク
を
生
き
延
び
た
者
た
ち
は
、
ア
フ
リ

カ
の
遺
産
を
失
い
、
新
し
い
神
話
を
発
展
さ
せ
た
の
だ
。」（
四
五
頁
）

　
『
旧
大
陸
か
ら
新
大
陸
へ
』
に
戻
っ
て
紹
介
を
続
け
る
が
、
ア
フ
リ
カ

に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
、
ア
フ
リ
カ
出
発
後
に
発
展
し
た
と
思

わ
れ
る
の
が
、
上
記
の
北
米
ユ
ー
ラ
シ
ア
系
の
発
達
し
た
星
座
神
話
と
、

イ
ン
ド
・
太
平
洋
系
の
性
的
、
解
剖
学
的
な
神
話
で
あ
る
。

四　

イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
産
み
神
話
を
例
に

　

そ
の
後
者
の
例
と
し
て
、
日
本
の
神
話
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
他

の
地
域
と
ど
の
よ
う
に
比
較
対
照
さ
れ
て
い
る
か
、
少
し
詳
し
く
紹
介
し

た
い
。

　

ま
ず
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
産
み
の
く
だ
り
が
、
北
米
の
話
と
比

較
さ
れ
る
。

〈
古
事
記
よ
り
〉
二
神
が
天
浮
橋
（
あ
め
の
う
き
は
し
）
に
立
ち
、
海

中
を
か
き
ま
わ
す
と
、
そ
の
矛
先
か
ら
滴
っ
た
塩
が
固
ま
っ
て
オ
ノ
ゴ
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ロ
島
が
で
き
た
。
こ
の
島
に
降
り
立
つ
と
、
イ
ザ
ナ
ギ
は
妹
の
イ
ザ
ナ

ミ
に
「
あ
な
た
の
体
は
ど
の
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
。

「
私
の
体
は
成
長
し
ま
し
た
が
、
成
長
し
き
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
一

つ
あ
り
ま
す
」
と
答
え
た
の
で
、
イ
ザ
ナ
ミ
は
「
私
の
体
は
成
長
し
て
、

成
長
し
過
ぎ
た
と
こ
ろ
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
私
の
成
長

し
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
の
成
長
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
ふ
さ
い

で
、
国
を
生
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
む
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
」。「
い

い
で
し
ょ
う
」。
そ
こ
で
二
神
は
柱
を
互
い
に
逆
に
回
り
、出
会
っ
た
時
、

ま
ず
女
神
の
方
が「
ほ
ん
と
う
に
す
て
き
な
男
ね
」と
唱
え
、男
神
が「
ほ

ん
と
う
に
す
て
き
な
女
だ
」
と
応
じ
た
が
、
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
は

蛭
子（
ひ
る
こ
）（
と
淡
島
）だ
っ
た
の
で
、も
う
一
度
儀
式
を
繰
り
返
し
、

今
度
は
男
神
の
方
が
先
に
声
を
か
け
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ザ
ナ
ミ
は
日

本
列
島
の
島
の
神
々
、
自
然
神
、
家
宅
の
神
な
ど
を
産
み
、
火
神
を
産

ん
だ
時
の
火
傷
で
死
ん
で
し
ま
う
の
で
、
イ
ザ
ナ
ギ
は
一
人
で
新
し
い

神
を
産
み
続
け
る
。
イ
ザ
ナ
ミ
は
黄
泉
の
国
の
主
と
な
っ
た
。

〈
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ル
イ
セ
ー
ニ
ョ
族
〉
暗
闇
の
中
で
兄
（
天
空
）

が
「
あ
な
た
は
誰
か
、こ
れ
は
あ
な
た
の
体
の
ど
こ
か
」
と
尋
ね
、妹
（
大

地
）が
答
え
て
い
き
、結
ば
れ
る
。
妹
は
お
腹
が
重
く
な
り
す
ぎ
て
倒
れ
、

兄
が
お
腹
を
切
る
と
、
子
ど
も
（
ラ
ン
ダ
ム
な
も
の
）
が
次
々
と
出
て

来
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ッ
ト
の
特
徴
は
、
神
的
な
ペ
ア
が
人
や
国
ば
か
り
で
な
く
、

自
然
や
文
化
に
関
連
す
る
様
々
な
も
の
を
産
み
出
す
こ
と
、
こ
の
ペ
ア
が

会
話
し
な
が
ら
お
互
い
を
徐
々
に
知
っ
て
い
く
こ
と
の
二
つ
が
結
び
つ
い

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
神
話
も
日
本
の
神
話
も
同

じ
東
ア
ジ
ア
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
移
住

の
時
期
に
あ
た
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
は
推
測
し
て
い

る
。

　

一
方
で
、
最
初
の
結
婚
で
お
か
し
な
子
ど
も
を
産
ん
で
し
ま
い
、
結
婚

の
儀
式
を
正
し
く
や
り
直
し
、
立
派
な
子
＝
神
を
産
む
と
い
う
モ
チ
ー

フ
は
、
北
米
に
は
な
い
が
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
と
共
通
の
も
の

だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
南
方
の
影
響
が
日
本
に
及
ん
だ
の
は
、
早
く
て

五
〇
〇
〇
年
前
に
（
農
耕
に
よ
る
人
口
増
加
に
伴
い
）
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ

ア
人
の
拡
散
が
始
ま
っ
た
後
で
あ
ろ
う
、
な
ぜ
な
ら
「
日
本
書
紀
」
に
あ

る
オ
オ
ゲ
ツ
ヒ
メ
の
神
話
（
死
体
か
ら
穀
物
な
ど
が
生
ま
れ
る
）
も
、
形

式
的
な
結
婚
儀
礼
も
農
耕
民
族
に
固
有
の
も
の
だ
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
い

る
。
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
話
例
を
以
下
に
一
つ
引
用
す
る
。

〈
台
湾
の
ア
ミ
族
〉
洪
水
の
時
、
兄
と
妹
は
木
の
臼
に
乗
っ
て
助
か
る
。

結
婚
し
て
蛇
や
蛙
を
産
む
。
太
陽
が
神
々
を
遣
わ
し
て
宗
教
儀
式
を
教

え
、
そ
の
後
二
人
は
普
通
の
人
間
、
ア
ミ
の
祖
先
を
産
ん
だ
。

五　

世
界
シ
ス
テ
ム
の
神
話

　

最
後
の
章
で
は
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
の
時
代
の
神
話
を
論
じ
て
い
る
。

世
界
シ
ス
テ
ム
と
は
、
複
雑
な
社
会
を
相
互
に
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

こ
と
で
、
紀
元
前
一
千
年
の
半
ば
頃
に
は
地
中
海
か
ら
イ
ン
ド
、
中
国
ま

で
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
が
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
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う（
５
）。

農
耕
と
牧
畜
が
発
展
、
商
品
や
技
術
の
流
通
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、

各
文
明
の
中
心
地
の
人
口
が
増
え
、
文
明
間
の
人
口
希
薄
な
地
域
も
交
易

路
が
通
っ
て
い
た
の
で
や
は
り
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
入
っ
た
。
遠
隔
の
地
が

つ
な
が
り
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
中
心
地
の
経
済
的
一
体
性
が
強
ま
る
と
、
文
化

的
・
自
然
的
特
性
か
ら
な
る
べ
く
自
由
で
、
異
な
っ
た
文
化
的
環
境
で
も

覚
え
や
す
く
再
現
し
や
す
い
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
形
式
が
優
勢
に
な
っ
た
は
ず

と
指
摘
す
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
と
漢
が
没
落
し
、
大
ス
テ
ッ
プ
を
遊
牧
民
が

怒
濤
の
よ
う
に
駆
け
回
っ
た
起
源
後
三
―
五
世
紀
の
危
機
の
時
代
、
む
し

ろ
そ
う
し
た
傾
向
は
強
ま
っ
た
。

　
「
お
そ
ら
く
ま
さ
に
こ
の
時
代
（
西
洋
の
古
代
後
期
と
中
世
初
期
、

中
国
の
漢
か
ら
唐
の
時
代
）
に
、
魔
法
昔
話
が
誕
生
し
、
燎
原
の
火
の

よ
う
に
広
が
り
始
め
た
の
だ
」（
三
六
九
頁
）。
上
記
の
よ
う
に
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
の
魔
法
昔
話
の
い
く
つ
か
の
モ
チ
ー
フ
は
、
北
米
神
話
と
の
共

通
性
か
ら
、
ア
ジ
ア
か
ら
新
大
陸
へ
の
移
住
が
絶
え
る
数
千
年
前
ま
で

に
誕
生
し
た
と
思
わ
れ
、
旧
約
聖
書
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
学
に
は
昔
話

特
有
の
モ
チ
ー
フ
連
続
が
見
ら
れ
る
が
、「
し
か
し
魔
法
昔
話
は
、単
に
、

い
く
つ
か
の
標
準
的
な
プ
ロ
ッ
ト
構
成
モ
チ
ー
フ
と
文
体
的
常
套
句
が

組
合
わ
さ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
「
ス
ー
パ
ー
プ
ロ
ッ
ト
」
な

の
で
あ
る
。
主
人
公
の
旅
立
ち
に
始
ま
り
、
結
婚
に
終
わ
る
物
語
。
民

族
学
者
よ
り
心
理
学
者
が
研
究
す
べ
き
理
由
に
よ
り
、
こ
の
プ
ロ
ッ
ト

こ
そ
が
暗
記
と
再
現
の
た
め
に
理
想
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
理
想
的
な
形
式
が
誕
生
し
た
と
た
ん
、
そ
れ
は
競
争
相
手
を

押
し
の
け
、吸
収
し
な
が
ら
、何
度
も
何
度
も
複
製
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
類
い
の
も
の
で
、
こ
れ
以
上
完
全
な
も
の
は
未
だ
か
つ
て
作

ら
れ
た
こ
と
が
な
い
」（
三
七
〇
頁
）。

　

こ
の
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
の
時
代
に
は
、
昔
話
だ
け
で
は
な
く
、
神
話

の
形
象
や
プ
ロ
ッ
ト
も
本
来
の
伝
統
を
離
れ
て
動
き
始
め
、
ま
た
、
世
界

宗
教
も
広
ま
っ
た
。
両
者
が
平
行
し
て
拡
散
し
た
結
果
、
生
ま
れ
た
の
が

「
民
衆
キ
リ
ス
ト
教
」「
民
衆
イ
ス
ラ
ム
教
」「
民
衆
仏
教
」
で
あ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
広
く
分
布
し
、
民
間
信
仰
に
も
現
れ
る
物
語

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
然
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
、
サ
ハ
ラ
以
南
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。

・ 

神
様
の
留
守
に
創
造
途
中
の
人
間
が
（
つ
ば
を
は
き
か
け
ら
れ
）
死
す

べ
き
も
の
と
な
る
。
裏
切
っ
た
番
犬
は
罰
せ
ら
れ
る
。

・ 

創
造
の
失
敗
、
堕
罪
に
よ
り
爪
状
の
硬
い
皮
が
、
爪
に
だ
け
残
っ
た
。

・ （
天
か
ら
）
落
と
さ
れ
た
り
隠
さ
れ
た
り
し
た
者
が
、様
々
な
場
所
（
森
、

家
な
ど
）
の
霊
に
な
る
。

・ 

原
初
カ
ッ
プ
ル
が
何
度
か
子
ど
も
を
産
む
が
、
一
部
が
精
霊
や
虫
に
な

り
、
一
部
が
人
間
に
な
っ
た
。

・ 

創
世
の
時
、
大
地
が
空
よ
り
大
き
か
っ
た
の
で
、
縮
め
る
と
山
が
で
き

た
。

・
大
地
を
魚
、
人
、
牛
が
支
え
て
い
る
。

　

最
後
の
モ
チ
ー
フ
は
、
イ
ス
ラ
ム
起
源
が
通
説
だ
っ
た
が
、
世
界
中
の

採
集
資
料
や
文
献
を
綿
密
に
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
の

「
魚
が
支
え
る
」
形
が
最
古
で
、
そ
れ
が
徐
々
に
変
化
し
な
が
ら
、
紀
元
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前
ま
で
に
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
民
間
信
仰
の
世
界
観
（
魚
の
上
に
牛
が
立
ち

大
地
を
支
え
る
）
を
形
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
。
有
力

な
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
二
年
に
中
国
湖
南
省
で
発
掘
さ
れ
た
馬

王
堆
の
副
葬
品
で
あ
る
。
紀
元
前
一
六
八
年
に
亡
く
な
っ
た
タ
イ
候
夫
人

の
棺
に
か
け
ら
れ
た
絹
布
に
は
、
当
時
の
世
界
観
が
描
か
れ
、
そ
の
一
番

下
部
で
は
、
裸
の
人
間
が
二
匹
の
ナ
マ
ズ
ら
し
き
魚
の
上
に
立
ち
、
上
層

階
を
手
で
支
え
て
い
る
。

　

ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
は
昨
年
、
國
學
院
大
学
で
開
か
れ
た
第
三
回
国
際
比

較
神
話
学
会
議
で
の
講
演
梗
概
で
も
、
上
記
の
「
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ

の
国
産
み
」
の
話
の
中
の
、「
原
初
カ
ッ
プ
ル
が
何
度
か
子
ど
も
を
産
む
が
、

一
部
が
精
霊
や
虫
に
な
る
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
横
断
的

な
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
最
後
に
「
神
話
モ
チ
ー
フ
が
紀
元
前
の

諸
世
紀
に
お
け
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
横
断
的
な
経
済
的
、
文
化
的
リ
ン
ク
の
形

成
の
始
ま
り
か
ら
す
で
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
横
断
し
て
伝
播
さ
れ
て
い

た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
は
、
不
思
議
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
コ
ス

モ
ロ
ジ
ー
に
関
わ
る
あ
る
ク
ラ
ス
も
モ
チ
ー
フ
の
全
体
の
伝
播
が
、
東
か

ら
西
と
い
う
一
方
向
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
注
目
に
値

す
る
し
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。」（
ベ
レ

ツ
ィ
ン　

二
〇
〇
九
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
は
、
こ
の
列
島
に
様
々
な
起
源
を
持
つ
多
く
の

グ
ル
ー
プ
が
や
っ
て
き
て
融
合
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
ベ
リ
ョ
ー

ス
キ
ン
の
研
究
に
よ
っ
て
、
日
本
の
昔
話
、
伝
説
、
神
話
の
多
様
性
に
も
、

何
万
年
に
も
わ
た
る
そ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
あ
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て

気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
主
に
「
西
か
ら
東
へ
」
の
影
響
が
論
じ
ら
れ

て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、「
東
か
ら
西
へ
」
の
大
き
な
潮
流
の
指
摘
は

興
味
深
い
し
、「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
を
背
景
に
し
て
、「
西
か
ら
東
（
日
本
）

へ
」
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
か
見
直
し
て
み
る
こ
と
も
お
も
し
ろ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
は
別
に
、「
ス
ー
パ
ー
プ
ロ
ッ
ト
」
と

し
て
の
魔
法
昔
話
が
、
日
本
の
民
話
に
も
影
響
を
与
え
た
の
か
ど
う
か
も
、

関
心
を
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
同
じ
世
界
神
話
学
研
究
の
第
一
人
者
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
・
イ
ン
ド
学
教
授
の
マ
イ
ケ
ル
・
ヴ
ィ
ツ
ェ
ル
の

見
解
は
少
し
違
う
よ
う
だ
。
彼
は
上
記
の
國
學
院
大
学
で
の
会
議
の
基
調

講
演
に
お
い
て
、
紀
元
前
二
千
年
頃
の
中
央
ア
ジ
ア
を
通
じ
た
日
本
と
イ

ン
ド
・
イ
ラ
ン
語
族
の
影
響
関
係
を
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
ア
ヴ
ェ

ス
タ
』（
古
代
イ
ラ
ン
）『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
等
（
ヴ
ェ
ー
ダ
期
イ
ン
ド
）

を
使
っ
て
論
じ
て
い
る
（
ヴ
ィ
ツ
ェ
ル　

二
〇
〇
九
）。「
イ
ン
ド
・
イ
ラ

ン
人
の
原
郷
で
あ
る
中
央
ア
ジ
ア
の
ス
テ
ッ
プ
ベ
ル
ト
は
、
朝
鮮
半
島
北

部
／
満
州
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
／
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
わ
た
る
全
域
で
の
素
早
い

遊
牧
民
の
軍
事
的
・
文
化
的
交
流
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
」（
三
頁
）

が
、
こ
の
中
央
部
が
絶
え
間
な
い
人
々
の
移
動
と
再
編
成
に
よ
り
め
ま
ぐ

る
し
く
状
況
が
変
わ
っ
た
の
に
対
し
、
そ
の
周
辺
部
で
あ
る
日
本
神
話
や

ヴ
ェ
ー
ダ
期
イ
ン
ド
神
話
に
は
共
通
の
古
形
が
多
く
保
存
さ
れ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。



146

六　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
膨
大
な
モ
チ
ー
フ
カ
タ
ロ
グ

　

こ
の
よ
う
に
、「
世
界
シ
ス
テ
ム
の
神
話
」
と
い
う
考
え
方
は
、
ま
だ
仮

説
的
で
議
論
の
あ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
膨
大
な
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
資
料
の
ス
ト
ッ
ク
を
駆
使
す
る
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
手
法
は
、
人
類

の
移
住
に
伴
う
神
話
モ
チ
ー
フ
の
発
生
・
拡
散
ば
か
り
で
な
く
、
人
類
が

世
界
中
に
割
拠
し
た
後
の
モ
チ
ー
フ
伝
播
を
考
え
る
上
で
も
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
ス
ト
ッ
ク
は
幸
い
な
こ
と
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。『
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
神
話
モ
チ
ー

フ
の
テ
ー
マ
分
類
と
地
域
分
布
』
と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、
二
〇
一
一

年
一
月
現
在
、
約
一
四
〇
〇
モ
チ
ー
フ
、
四
万
五
千
以
上
の
テ
キ
ス
ト
を

含
み
、
毎
年
三
～
五
千
テ
キ
ス
ト
ず
つ
増
え
て
い
る
と
い
う
。
モ
チ
ー

フ
の
分
布
を
世
界
地
図
に
表
示
で
き
る
頁
（http://starling.rinet.ru/
kozm

in/tales/index.php?index=berezkin.

）
は
英
語
表
記
に
な
っ
て

い
る
が
、
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
に
よ
る
序
文
や
話
例
の
粗
筋
が
ロ
シ
ア
語
で

し
か
読
め
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。　

ち
な
み
に
上
述
の
イ
ザ
ナ

ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が
言
葉
を
か
わ
す

モ
チ
ー
フ
は" B

5A
  Prim

eval 
m

an and w
om

an engage into 
dialogue" 

に
分
類
さ
れ
、
12
カ
所

で
、
人
間
ば
か
り
で
な
く
様
々
な

生
き
物
、
物
体
を
産
み
出
す
モ
チ
ー

フ
は
、" B

5B
 W

orld m
other" 

に

分
類
さ
れ
、
20
カ
所
に
存
在
す
る
。

後
者
の
分
布
は
図
１
、
ま
た
、
両

者
の
モ
チ
ー
フ
が
共
に
見
ら
れ
る

地
域
は
、
北
シ
ベ
リ
ア
の
ヌ
ガ
ナ

サ
ン
、
日
本
、
北
米
の
西
南
部
三

カ
所
の
計
五
カ
所
で
、
図
２
の
よ

う
に
表
示
さ
れ
る
。

〈図１〉モチーフ「世界の母」の分布
http://starling.rinet.ru/kozmin/tales/index.php?type=b5b
&index=berezkin

〈図２〉「原初の男女が言葉を交わす」「世界の母」の２モチーフが共
存する場所
http://starling.rinet.ru/kozmin/tales/index.php?type=b5b
%2Bb5a&index=berezkin
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こ
の
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
た
Ａ
・
Ｖ
・
コ
ジ
ミ
ー
ン
は
、
ト
ム
ソ
ン
の

モ
チ
ー
フ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
の
違
い
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（Козьмин 2006, 2008

）。
ト
ム
ソ
ン
の
モ
チ
ー
フ
が
テ
キ
ス
ト
分
析
を

目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
間
の
関
連
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
は
一
種
「
無

定
見
に
」、
モ
チ
ー
フ
を
「
様
々
な
テ
キ
ス
ト
に
見
い
だ
さ
れ
る
任
意
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
形
象
、
あ
る
い
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
形
象
の
組
み
合
わ
せ
」

と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、
ト
ム
ソ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
の
大
部

分
を
占
め
て
い
る
、
特
徴
の
な
い
、
明
ら
か
に
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な

モ
チ
ー
フ
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
定
の
社
会
的
経
済
的
コ
ン
テ

キ
ス
ト
に
し
か
現
れ
な
い
よ
う
な
偶
発
的
な
要
素
（
ノ
イ
ズ
）
も
統
計
的

数
学
的
処
理
に
よ
っ
て
省
か
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

進
化
し
続
け
る
、
こ
の
貴
重
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
全
体
が
英
訳
さ
れ
れ

ば
、
さ
ら
に
利
便
性
が
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
先
人
た
ち
の
地
道
な
資
料
収

集
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
そ
の
膨
大
な
情
報
の
利
用
効
率
が
飛
躍
的

に
向
上
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
分
子
遺
伝
学
、
年
代
測
定
な
ど
の
先
端
的
科

学
技
術
の
成
果
な
ど
が
あ
い
ま
っ
て
、「
世
界
神
話
学
」
と
い
う
神
話
研
究

の
新
た
な
展
望
が
開
け
て
き
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
上
記
の
よ
う
に
、
世

界
シ
ス
テ
ム
論
の
影
響
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
松
村
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、

一
種
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
か
も
し
れ
な
い
（
松
村　

二
〇
一
〇
、一
七

頁
）。
具
体
的
な
神
話
モ
チ
ー
フ
の
起
源
や
影
響
関
係
に
つ
い
て
の
ベ

リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
見
解
に
も
、
画
期
的
な
も
の
、
議
論
を
呼
ぶ
も
の
が
多

く
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
日
も
早
い
そ
の
全
貌
の
紹
介
が
待
た

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〈
注
釈
〉

（
１
） 

ロ
シ
ア
語
で
は
「
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
」
と
読
む
が
、
国
際
学
会
に

お
け
る
英
語
の
紹
介
で
は
「
ベ
レ
ツ
ィ
ン
」
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ

ま
で
そ
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
き
た
。

（
２
） 

オ
ー
ス
ト
ロ
ア
ジ
ア
語
族
は
、
か
つ
て
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
か
ら
イ
ン

ド
東
北
部
、
マ
レ
ー
半
島
に
か
け
て
広
大
な
地
域
を
占
め
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
そ
の
間
に
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
系
、
タ

イ
語
系
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
の
言
語
が
割
り
込
み
、
取
り
囲

ん
で
い
る
の
で
、
島
状
の
分
布
状
態
を
示
す
。
言
語
数
は
約
一
五
〇
。

（
３
） 

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
は
、
西
は
ア
フ
リ
カ
の
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

島
、東
は
イ
ー
ス
タ
ー
島
、北
は
台
湾
、ハ
ワ
イ
、南
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
囲
ま
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
話
さ
れ
て
い

る
約
一
〇
〇
〇
の
現
地
語
の
総
称
。

（
４
） 

こ
の
統
計
処
理
は
、
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
『
神
話
が
ア
メ
リ
カ
に

移
り
住
む
―
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
モ
チ
ー
フ
の
地
域
分
布
と
新
大
陸

へ
の
早
期
の
移
住
』（
筆
者
未
見
）
に
つ
い
て
の
コ
ジ
ミ
ー
ン
の
書

評
（Козьмин 2007

）
で
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
、
主
成

分
分
析
（
観
測
値
が
複
数
の
値
か
ら
な
る
デ
ー
タ
を
統
計
的
に
扱

う
「
多
変
量
解
析
」
の
手
法
の
一
つ
）
と
思
わ
れ
る
。
コ
ジ
ミ
ー
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ン
に
よ
れ
ば
、
分
析
の
主
眼
は
、
各
伝
統
の
地
域
的
特
性
を
も
っ

と
も
よ
く
明
ら
か
に
す
る
モ
チ
ー
フ
群
を
選
択
す
る
こ
と
に
あ
る
。

た
と
え
ば
第
一
モ
チ
ー
フ
群
（
第
一
主
成
分
）
は
新
大
陸
を
二
つ

の
大
き
な
領
域
に
分
割
す
る
。
つ
ま
り
、
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
か
、
ア
マ
ゾ
ン
か
、
ど
ち
ら
か
を
間
違
い
な
く
指
向
す
る
モ

チ
ー
フ
が
最
大
限
重
要
視
さ
れ
る
。

（
５
） 

世
界
シ
ス
テ
ム
と
は
、
複
数
の
文
化
な
い
し
国
家
を
広
く
包
括
す

る
大
規
模
な
政
治
的
・
経
済
的
構
成
体
の
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の

社
会
学
者
・
歴
史
学
者
ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
イ
ン
が
提
唱
し
た
概
念
。

こ
れ
ま
で
歴
史
に
登
場
し
た
世
界
シ
ス
テ
ム
に
は
、
政
治
的
に
統

合
さ
れ
た
世
界
帝
国
と
、
商
品
連
鎖
に
よ
っ
て
経
済
的
に
統
合
さ

れ
て
い
る
が
、
政
治
的
に
は
統
合
さ
れ
て
い
な
い
世
界
経
済
が
あ

る
と
い
う
。
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